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l．はじめに   

情報システムは，組織知能すなわち組織の問題解決能力という視点から検討することで，その有効  

性や組織ないし組織間関係の変革を論ずることができる．ここでは，情報システムを，組織活動を運  

営するために必要なデータ，情報，知識などを，収集，加工，蓄積，伝達するシステムとする．   

情報技術について，いわば，電気やガスにおけると同様のインフラ技術であるという指摘が，Fa汀e11  

（2003）によってなされている．しかし，最近のGPS，RFTD，SCM，3PLなどでの展開をみると，そ  

の動向次第で，組織に大きな変革をもたらす可能性がある．このような可能性を，どのように把握す  

ればよいのであろうか．  

2．冊報技術の成果   

情報技術によって生産性が急上昇したのは，Fa汀ell（2003）によれば，6業種のみである．これらの  

6業種は，小売り，証券，卸売，半導体，コンピュータ，電気通信である．これらの6業種が，米国  

のGDpに占める割合は，32％であるが，生産性の純増分に占める割合は，76％に上っている．   

情報技術の役割について，Fa汀ell（2003）は，（1）魅力的な新製品の開発と効率的な新しいビジネ  

スプロセスの開発を可能にしたこと，（2）イノベーションの業界全体への急速な普及を促進したこと，  

（3）強力な規模の経済を実現したことをあげている．一方，戦略的差別化でのインターネットの役  

割について，Porter（2001）は，インターネットは補完的要凶であると論じている．  

3．情報システムのイン♂馬クト   

情報システムの成果について考察する場合，要素としての情報技術に目を奪われることなく，組織  

や組織間の関係に着目した考察が必要である．そこで，21世紀型組織のシナリオ（MITCCS，1997）  

についてみると，組織の選好に関し，外部との取引の選好か，すなわち小規模組織のネットワークか，  

あるいは，内部での取引の選好か，すなわち大規模擬似国家か，という2つのシナリオが提案されて  

おり，製品開発，サプライチェーン，製造，マーケテイング，財務，調整という事項につき，対比が  

なされている．   

いずれのシナリオでも，情報システムは，組織の問題解決に貢献すると目される．しかし，′小規模  

組織のネットワークがもつメリットは，専門的領域での活動に集中できることや，組織間の多様な相  

互作用的連結により，急速に組織を進化させる可能性があることにある．このことに着目することで，  

情報システムのもたらすインパクトについて考察する．  

4．柵報システムによる括り出し効果   

組織における意思決定センターと情報のフロ．一に着目し，モデル化してみると，Lin＆Ohta（1997）  

での生産流通モデルで示した通り，情報システムの導入により，組織間での統合が実現されている．  

この統合は，組織間で意思決定センターを括り出すことによって実現されており，それぞれの組織で  

の新たな問題解決能力の獲得となっている．   

さらに，組織間関係について，日雑業界における生産流通構造に着目し，実態調査に基づき，その  

変化をモデル化すると，林。太田（1997）に示した通り，組織間を連結する情報システムの変遷とそ  

の生産流通構造の進化との間に関連性を見出すことができる．組織間関係は，複雑であるので，即断  

は危険であるが，組織間を連結する情報システムが，EOS，POS，EDI，インターネットへと変化する  

のと軌を一にして，組織間の生産流通構造が進化していると捉えることができる．  

5．情報システムによ各㈹一串を沙ダ効果   

インターネットの普及がどのような経済的変革をもたらすのかについて，Cronin（2000）は，インタ  

ーネット経済と伝統的経済とを対比し，インターネット経済下では，アンチェイン化とコミュニティ  

化が促進されると論じている．ここでのコミュニティは，伝統的経済では組織として成立していなか  

った機能を担うEMSや3t＞L（K卸ta＆Ohta，2001）などの組織を構成メンバーとするコミュニティで  

ある．   

情報システムによるハーネシング効果は，このようなコミュニティの形成でもたらされる．コミュ  

ニティの形成は，コミュニティを構成する組織間で，組織に対する淘汰圧を発生させると考えること  

ができる．例えば，プリンシパルーエージェント関係にあるエージェント側の組織が，このようなコ  
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ミュニティを形成すると，その組織における機会七義が淘汰圧にさらされることとなる．このような  

効果は，情報システムによってもたらされたハーネシング効果であると捉えることができる．  

6．コミュニティにおける交流と一様化の可能性   
コミュニティを構成する組織間で相互作用が行われるとき，そのコミュニティは，一様化するので  

あろうか，それとも多極化するのであろうか．この点について，Axelrod（1997b）は，セル・オートマ  

トン型モデルによってシミュレーションを行い，必ずしも一様化するとは限らないことを示している．   

シミュレーション・アプローチは，社会的過程や経済的過程についての新たな思考方法であり，そ  

の特徴は，Axelrod（1997a）によれば，（1）演繹法と同様，仮定の集合を出発点とするが，定理を証  

明するわけではないこと，（2）帰納法と同様，データを解析するが，厳密に規定されたルールの集合  

から発生するデータを角牢析していること，（3）直観を支えるために用いていることにあるとしている．   

コミュニティの一様化か，多極化か，すなわち相互作用の結果生じる構成組織のパタンは，相互作  

用のルールが単純でも，直観的には見通せないものであり，シミュレーションなどのコンピュテーシ  

ョナル・アプローチの活用が必要となる．このような研究を促進するためには，モデル構築の方法論  

や利用しやすいシミュレータの開発が望まれる．  

7．今後の課題   

情報システムは，企業における意思決定センターの括り出し効果をもたらし，産業におけるハーネ  

シング効果が生じるという仮説につき，引き続き検討する必要がある．また，実態の把握やモデル構  

築などに放り組み，シミュレーション・アプローチを活用して，マルチ・コア＆ネットワークの性質  

を解明するという展開が考えられる．進んでは，デジタル・エコノミーにおける情報システムの設計  

方策を探求することが考えられる．  
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